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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.２７  

現
在
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
大
津
波
対
策
の
た
め

の
防
潮
堤
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
完
成
の
暁
に
は

堤
・
峠
は
一
変
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
機
会
に
こ

れ
ま
で
の
堤
・
峠
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 

昭
和
八
年
発
行
の
土
地
法
典
（
下
図
）
に
よ
れ

ば
、
篠
原
地
区
に
は
一
番
堤
か
ら
海
に
向
か
っ
て

二
番
堤
、
三
番
堤
が
あ
っ
た
が
、
今
は
僅
か
に
残

っ
て
い
る
だ
け
で
昔
の
面
影
は
な
い
。
遠
州
灘
海

岸
地
域
の
堤
は
、
何
時
の
頃
、
何
の
目
的
で
築
堤

さ
れ
た
の
か
調
べ
て
み
た
。 

 

昔
は
白
い
砂
地
の
不
毛
の
地 

仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
京
都
か
ら
鎌
倉
に
向

か
っ
た
旅
人
が
著
し
た
『
東
関
紀
行
』
に
よ
れ
ば
、

舞
坂
か
ら
東
海
道
一
帯
の
情
景
は
、
あ
た
り
一
面

白
い
砂
ば
か
り
で
所
々
に
松
の
木
と
池
沼
が
点

在
す
る
耕
作
に
不
向
き
な
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

耕
地
・
集
落
を
守
る
た
め
の
築
堤 

江
戸
時
代
に
新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

五
島
地
区
の
郷
土
誌
に
よ
れ
ば
、
天
正
元
年
（
一

五
七
三
）
頃
か
ら
海
岸
林
の
造
成
が
始
ま
り
慶
安

二
年
（
一
六
四
九
）
五
島
地
区
の
開
拓
が
始
ま
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
又
浜
松
市
史
蹟
調
査
顕
彰

会
発
行
の
郷
土
史
に
も
、
江
戸
時
代
に
は
庄
屋
が

陣
頭
指
揮
を
執
り
、
砂
防
の
た
め
の
松
を
植
え
、

耕
地
を
守
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

篠
原
地
区
の
堤
は 

 
一
番
堤
が
何
時
出
来
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
馬

郡
・
坪
井
地
区
の
二
番
堤
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
） 

「
長
十
新
田
」
が
開
拓
さ
れ
、
間
も
な
く
「
皆
汐
入
」

で
殆
ど
荒
地
と
な
り
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
「
起
返

し
」
で
耕
地
が
復
旧
し
、
そ
の
後
新
田
を
守
る
た
め
南

側
に
「
波
除
土
堤
」
が
設
置
さ
れ
た
と
『
舞
阪
町
史
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
堤
は
馬
郡
か
ら
ビ
ー
チ
ゴ
ル

フ
場
の
西
側
ま
で
現
存
し
て
い
る
。 

大
き
な
浜
の
峠
は 

 

江
戸
時
代
の
安
政
年
間
に
地
域
の
村
民
が
松
の
枝

や
葭
で
垣
根
を
作
り
飛
砂
防
止
の
工
事
を
行
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

の
測
図
に
は
堤
の
記
号
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
明
治
後

半
か
ら
大
正
に
か
け
地
域
住
民
の
冬
の
年
中
行
事
と

し
て
、
粗
朶
さ
し
や
竹
簀
立
て
（
左
図
）
が
行
わ
れ
築

堤
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
篠
原
村
誌
』
の
中

で
も
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
よ
り
毎
年
青
年

会
員
の
力
で
松
葉
を
挿
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
後
、
県
の
事
業

も
加
わ
り
昭
和
四
年
、

七
年
、
二
十
八
年
と
順

次
造
林
事
業
等
が
行
わ

れ
出
来
上
が
っ
た
の
が
、

北
側
の
峠
で
、
そ
の
南

側
に
昭
和
五
十
一
年
か

ら
高
さ
九
ｍ
の
新
堤
防

が
築
堤
さ
れ
た
。 

今
、
堤
は 

峠
は 

 

一
番
堤
は
昭
和
三
十

四
年
か
ら
の
土
地
改
良

事
業
に
編
入
さ
れ
畑
と

な
り
、
三
番
堤
は
清
掃

工
場
北
側
の
道
路
と
な
り
姿
を
消
し
た
。
現
存
す
る
堤

も
痩
せ
細
り
松
の
木
の
立
ち
枯
れ
、
ゴ
ミ
捨
て
場
等
と

な
り
未
管
理
状
態
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
現
在
、
浜
の
峠
は
津
波
対
策
で
新
防
潮
堤
工

事
が
始
ま
り
、
形
が
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。 

（
藤
田
博
辞
） 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

自然の力は大きい 

粗朶
そ だ

・竹簀
たけす

立てによる築堤

の仕組み 

 

堤を表す 
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平
成
二
十
六
年
（
二
一
一
四
）
九
月
、
馬
郡
町
に
津

波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
鉄
骨
造
り
高
さ
７

ｍ
、
150
人
が
収
容
出
来
る
そ
う
で
す
。
今
後
必
ず
や

っ
て
く
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
、
大
津
波
に
生
か
す
こ

と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。 

こ
の
考
え
の
元
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
袋
井
市
に
あ
る
「
大
野
命
山
と
「
中
新
田
命
山
」

で
す
。 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
閏
八
月
、
江
戸
時
代
最
大

と
言
わ
れ
る
台
風
が
、
東
海
地
方
を
襲
い
大
き
な
被
害

が
出
ま
し
た
。
浅
羽
、
横
須
賀
地
域
の
記
録
書
「
百
姓

伝
記
」
に
よ
る
と
「
午
前
五
時
頃
よ
り
風
が
吹
き
出
し
、

午
前
十
時
頃
に
は
高
潮
が
押
し
寄
せ
、
多
く
の
人
馬
が

死
亡
。
海
は
し
け
に
な
り
、
降
る
雨
は
海
水
の
よ
う
に

塩
辛
く
、
打
寄
せ
る
波
は
大
き
く
・
・
・
・
」
と
あ
り 

ま
す
。
こ
の
時
、
江
戸
時
代
初
期
に
造
ら
れ
た
浅
羽
大 お

お

囲
い
堤

か
こ
い
つ
つ
み

」
は
各
地
で
大
破
し
、
浅
羽
一
面
が
泥
の
海
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
横
須
賀
根
元

こ
ん
げ
ん

歴
代

れ
き
だ
い

名
鑑

め
い
か
ん

」 

に
は
、
「
そ
の
後
中
新
田
、
大
野
、
同
笠
辺
の
塚
山
は

出
来
申
候
由
」
と
避
難
所
の
築
山
が
造
ら
れ
た
こ
と
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
在
の
「
命
山
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
防
災
遺
跡
で
す
。
別
に
「
命
塚
」「
助
け
山
」

と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
「
大
野
命
山
」

3.5
ｍ
、
頂
上
面
積
１３６
㎡
。「
中
新
田
命
山
」
高
さ
５ｍ
、

頂
上
面
積
１３６
㎡
。
ど
ち
ら
も
集
落
の
中
央
に
あ
り
、

計
画
的
な
村
づ
く
り
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

更
に
そ
の
後
の
高
潮
災
害
の
際
に
は
、
「
村
の
者
供

こ
の
山
へ
登
り
、
一
両
日
居
り
、
対
岸
の
田
町
や
大

工
町
で
食
料
を
揃
え
、
小
舟
で
三
番
町
西
の
田
か
ら

漕
い
で
運
び
助
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
村
人
が
苦

労
し
て
築
い
た
塚
山
は
、
何
度
も
村
人
の
命
を
救
い
、

命
塚
、
命
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

袋
井
市
は
平
成
二
十
五
年
（
二
○
一
三
）
、
平
成

の
命
山
が
完
成
し
ま
し
た
。
「
湊
命
山
」
で
す
。
海

抜
１０
ｍ
、
頂
上
面
積1

3
4

0

㎡
と
大
き
く
、
普
段

は
健
康
の
丘
と
し
て
利
用
す
る
そ
う
で
す
。 

浜
松
市
で
も
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
四
）

命
山
を
造
り
ま
し
た
。
「
中
田
島
津
波
避
難
マ
ウ

ン
ド
」
海
抜
１３
ｍ
、
避
難
面
積
約1

0
0

0

㎡
。「
五

島
地
区
津
波
避
難
マ
ウ
ン
ド
」
海
抜
９
ｍ
、
避
難
面

積
約1

0
0

0

㎡
で
す
。
命
山
は
、
五
百
年
と
も
言

わ
れ
る
半
永
久
的
な
施
設
で
、
沢
山
の
人
数
を
収
容

出
来
ま
す
。
普
段
は
公
園
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

し
か
し
広
い
土
地
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
先
人

た
ち
の
智
恵
に
学
ぶ
動
き
は
各
地
で
み
ら
れ
、
「
命

山
の
存
在
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。 （

鈴
木
幹
久
）
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篠原地区の秋祭りの体系概要 

町 馬郡町 坪井町 篠原町 

自治

会 

駅前 馬郡 坪井 篠原西 篠原東 

祭り 

組織 
春駒 西連 東連 坪井 新田 

西脇 

連 

国方 

連 

仲村 

連 
三連 東脇会 

氏神

様 
春日神社 

（東連は八幡神社も） 

稲荷 

神社 

愛宕 

神社 

西神明神社 

（仲村連、三連は八阪神社も） 

東 

神明宮 

 

 

毎
年
十
月
の
第
二
土
、
日
曜
日
に
こ
の
地
区
の
伝

統
の
秋
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
浜
風
会
で
は
昨
年

メ
ン
バ
ー
が
分
担
し
て
こ
の
秋
祭
り
を
取
材
し
た
。

過
日
の
協
働
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で
一
同
に
並
べ
展

示
し
た
が
、
各
町
の
祭
り

の
特
徴
が
見
ら
れ
て
面
白

か
っ
た
。 

氏
神
様
の
祭
り 

篠
原
の
祭
り
は
い
ず
れ

も
氏
神
様
の
祭
り
で
、
五

穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
祈

る
祭
り
で
あ
る
。
各
町
そ

れ
ぞ
れ
の
祭
り
組
織
の
元

に
伝
統
の
祭
り
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。
幟
は
た

め
く
神
社
で
神
事
が
行
わ

れ
て
後
、
町
内
へ
繰
り
出

し
て
い
く
。
そ
し
て
所
定

の
行
程
を
回
っ
て
後
、
提

灯
を
灯
し
て
最
高
潮
に
達

し
て
お
宮
へ
帰
っ
て
く
る
。 

篠
原
西
は
御
殿
屋
台 

篠
原
西
の
祭
り
は
、
彫

物
と
赤
い
幕
が
自
慢
の
御

殿
屋
台
が
見
も
の
で
あ
る

が
、
大
太
鼓
が
屋
台
の
後
ろ
に
せ
り
だ
し
、
地
上
に
立

っ
て
た
た
く
点
に
特
徴
が
あ
る
。
各
連
合
計
四
台
の
御

殿
屋
台
が
、
宮
総
代
の
出
迎
え
の
中
、
神
社
に
並
ん
で

入
る
様
は
美
し
い
。
又
神
社
内
で
の
太
鼓
の
た
た
き
合

い
は
迫
力
満
点
で
あ
る
。 

昭
和
二
十
三
年
頃
ま
で
は
、
馬
郡
も
御
殿
屋
台
だ
っ

た
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
現
状
篠
原
西
以
外
の
屋
台
は

太
鼓
屋
台
（
笹
屋
台
と
も
言
っ
て
い
る
）
で
あ
る
。 

伝
統
の
舞
阪
の
「
大
太
鼓
ま
つ
り
」
は
、
明
治
以
降

始
ま
っ
た
と
聞
く
が
こ
の
篠
原
の
御
殿
屋
台
は
い
つ

頃
か
ら
だ
ろ
う
か
興
味
が
湧
く
。 

祭
り
の
変
遷
と
何
を
残
す
か 

筆
者
が
現
役
の
頃
、
目
に
し
て
い
た
子
供
達
が
綱
で

屋
台
を
曳
く
光
景
や
、
お
囃
子
の
中
で
目
立
っ
た
存
在

だ
っ
た
小
太
鼓
は
現
在
で
は
見
ら
れ
な
い
。 

そ
ん
な
中
各
町
と
も
、
祭
り
に
参
加
す
る
青
年
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
等
苦
労
話
が
聞
か
れ
る
。 

若
者
や
子
供
達
の
生
き
生
き
し
た
姿
、
腹
に
ど
ん
と

く
る
大
太
鼓
の
響
き
そ
し
て
き
れ
い
な
笛
の
お
囃
子

等
伝
統
の
神
事
と
共
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。 

（
山
下
勝
彦
） 

西神明神社での４台揃っての練り込み 

春日神社での３台揃っての練り込

み 
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東海道の松 いよいよ 1本だけに 

 篠原小学校の校歌は「東海道の松並木」と歌

いだす。松並木は小学校や東海道を通学する子

供たちを見守り、この地区を見守ってきた。 

 この地区の東海道並木は、東から東山、学校

前、坪井新田西そして馬郡の西にあって、19

世紀前半の記録では総長は 2.6km もあった。

街道の総長は 4.6km であったので、なんと街

道の半分以上は松並木であった。また同じ頃の

記録に篠原村の松は 533 本であるとしている

ので、同じ比率で坪井・馬郡村を含めた本数を

計算すると、約 1200本あったと推定される。

昔は道の両側に松があったが、自動車が通るよ

うになり、北側は伐採されて道路になった。さ

らに時代が進むにつれて、周辺の住宅化、台風

や松くい虫の被害、そして道路の舗装などによ

り松は次第に減っていった。 

 現在残っている松は、小学校校門の東側と長

里橋の西 50ｍの 2本だけである。残念なこと

に西側の１本はすでに枯れていて、近々に切り

倒されるようである。 

 
 1601年（慶長 9）徳川幕府は街道に並木を

植樹させることを始め、以来 400 年以上続い

てきた松並木は、いよいよ最後の 1本となる。 

（鈴木 忠） 

 

私
は
、
半
世
紀
も
前
に
篠
原
中
学
校
の
三
年
間
、
卓

球
部
で
過
し
ま
し
た
。
放
課
後
の
練
習
で
は
、
卒
業
生

や
先
輩
諸
氏
の
厳
し
く
熱
い
指
導
を
毎
日
、
そ
れ
も
夜

ま
で
受
け
た
こ
と
を
今
で
は
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。
そ
の
頃
の
中
学
校
は
、
市
内
で
は
小
規
模
で
あ
り

ま
し
た
が
、
部
活
で
は
水
泳
、
陸
上
、
器
楽
が
立
派
な

成
績
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。 

中
学
校
に
は
、
他
校
に
自
慢
で
き
る
５０
ｍ
プ
ー
ル

が
あ
り
、
浜
名
湾
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
プ

ー
ル
北
側
に
「
す
べ
て
の
道
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
通
じ
る
」
と
い
う
よ
う
な
で
英
語
で
書
か
れ
た
板
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
登
下
校
時
に
仰
ぎ
見
て
、
辛
い
練

習
か
ら
逃
げ
た
い
、
辞
め
た
い
自
分
を
励
ま
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
入
部
当
時
２０
名
を
超
え
て
い

た
同
級
生
も
す
ぐ
５
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
じ
体
育

館
で
体
育
部
以
上
に
励
む
器
楽
部
を
目
の
当
り
に
し

て
、
卓
球
部
も
続
け
と
歯
を
食
い
し
ば
り
頑
張
り
続
け

て
、
そ
れ
な
り
の
成
績
が
残
せ
ま
し
た
。 

中
学
・
高
校
を
通
じ
て
他
校
の
友
人
か
ら
「
篠
原
は
、

何
で
部
活
が
強
い
の
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
て
、
冗
談
半

分
に
「
タ
マ
ネ
ギ
と
イ
モ
を
食
っ
て
い
る
か
ら
じ
ゃ
ん
」 

と
答
え
た
も
の
で
す
。
中
学
時
代
に
部
活
動
で
育
ん
だ

心
身
は
社
会
人
と
し
て
成
長
し
て
ゆ
く
支
え
と
な
り

力
強
い
味
方
と
な
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
応

え
て
今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
篠
原
卓
球
少
年
団
の
立
ち

上
げ
や
運
営
の
手
助
け
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

話
題
は
趣
味
に
変
わ
り
ま
す
が
、
若
い
頃
、
内
臓
に

良
い
と
十
数
年
に
わ
た
り
師
匠
に
つ
い
て
邦
楽
器
で

都
山
流
尺
八
の
稽
古
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

尺
八
は
「
首
振
り
三
年
、
コ
ロ
八
年
」
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
な
か
な
か
上
達
し
な
か
っ
た
で
す
が
、
稽
古

を
重
ね
た
後
、
各
種
の
演
奏
会
で
琴
や
三
味
線
と
ピ
タ

リ
と
合
っ
た
時
に
は
、
清
々
し
く
、
心
身
と
も
に
充
実

感
を
味
わ
っ
た
も
の
で
す
。 

最
近
納
屋
を
改
造
し
た
練
習
部
屋
で
尺
八
に
息
を

吹
き
込
ん
で
い
ま
す
が
、
長
い
ブ
ラ
ン
ク
の
た
め
か
安

定
し
た
音
が
出
せ
ず
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

稽
古
を
重
ね
て
「
春
の
海
」
「
摘
み
草
」
な
ど
が
吹
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。 

尺
八
の
ほ
か
、「
お
城
巡
り
」、「
神
社
巡
り
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
や
り
た
く
て
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
、
自

分
の
身
体
と
相
談
し
な
が
ら
、

浅
く
広
く
学
び
残
さ
れ
た
人

生
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
。
（
高
柳
恒
重
） 
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